
普及活動

資料の活用

博物館等への資料貸出しは、下記の5件の依頼があった。また研究機関・研究者からの

資料活用依頼が増加し、学問的価値の高い資料に対しては特別収蔵庫に一括保管すること

によりその依頼に対応した。
(昭和60年1月～昭和61年3月31日)

借 受 老 目 的 資 料 名 期 間

名古屋 市博物館
部門展 勝川遺跡

昭和60年 1 月 5 日

～

2 月11日
「尾張の古代寺院と瓦」 出土瓦類

日本考古学協会
奈良大会 土田 ●週間遺跡

昭和60年10月26 -27日
速報展 墳丘墓写真 ・実測図

清洲町教育委員会
町民文化祭 清洲城下町遺跡

昭和60年.11月 1 日

～

11月 6 日
(於清洲町民センター) 出土遺物

名古屋 市博物館

特別展 .
清洲城下町遺跡

出土遺物

昭和61年 2 月25日

「近世のあけぼの ～

- 信長 . 秀吉と尾張 -I-」 4 月18日

清洲町教育委員会

第22回愛知県民茶会
朝 日遺跡
朝 日西遺跡

清洲城下町遺跡

週間遺跡出土遺物

昭和61年 3 月13日

「記念展」 ～
(於清洲町民センター) 3 月18 日

現地説明会

発掘調査に伴ない期間中に実施した現地説明会は、本年度12件にのぼった。関係者、研究

者・一般の方々を含め常時100名前後の参加者があった。
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現地説明会開催状況

遺 跡 名 開 催 日 所 在 地 内 L 容

清洲城下町遺跡 60 ・7 ・13 西春 日井郡 清洲町市場
60 B 区
「天正14」銘瓦説明

石 堂 野 遺 跡 60 ・8 ・3 宝飯郡御津町豊沢 調査終 了の報告

朝 日 遺 跡 60 ・8 ・10 西春 日井郡 活捌町朝 日
60 A 区
弥生時代環濠説明

清洲城下町遺跡 60 ・8 . 10 西春 日井郡 清洲町市場
60 C 区
中堀の説明

遣物展示

土 田 遺 跡 60 ・8 ・31 西春 日井郡 清洲町土田
60 A 区

廻間公民館 にてスライ ド映写
前方後方形低墳丘墓説明

大 渕 遺 跡 60 ・9 . 7 海部郡甚 目寺町人渕
60 B ・D 区
遺構説明

遺物展示

阿 弥 陀 寺 遺 跡 60 ・9 ・14 .海部郡甚 目寺町
60 C 区
遺構説明 ・遺物展示

阿 弥 陀 寺 遺 跡 60 ・10 ・26 海部郡甚 目寺町
60 B 区

遺構説明 e遺物展示

朝 日 遺 跡 60 ・12 ・21 西春 日井郡 清洲町朝 日
60 ・E ・F ・G 区 ._
弥生時代玉作 り製作説明

遺物展示

廻 間 遺 跡 6 1 ・2 ・15 西春 日井郡清洲町廻問
60 ・A - D 区
廻 間公民館 にてスライ ド映写
遺物展示

大 渕 遺 跡 6 1 ・2 . 28 海部郡甚 目寺町人渕

は周査終 了報吾 _y

甚目寺町中央公民館 にて説明会
遺物展示-

現地説明会資料
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整理業務

記録保管に関する方法

(標示法)

遺跡・調査地区・遺構・遺物に関して標示法を定め各種登録・保管作業に用いる。

e-遺跡の名称---------・-・---

ローマ数字1字とアルファベット2字を併

用して遺跡を標示する。第Ⅰ項～Ⅲ項を設定

し、第Ⅰ項は遺跡の所在する地域の大区分を

表わす。第Ⅱ項は所在地の市町村別固有記号

を用い、第Ⅲ項は遺跡名の固有記号を表わす。

第Ⅰ地域木曽川～庄内川に狭まれた地域

第Ⅱ地域庄内川～矢作川に狭まれた地域

第Ⅲ地域矢作川～豊川に狭まれた地域

第Ⅳ地域豊川～天竜川に狭まれた地域

遺跡記号例

大渕遺跡-Ⅰ JO猪子石原遺跡-ⅡNI

土田遺跡-ⅠKT石堂野遺跡-ⅢMI

勝川遺跡-ⅠKK岡島遺跡-ⅢNo

e-遺構記号・----・----・------

SA:柵・塀ST:水田跡

SB:建物SU:遺物集積

SD:溝SZ:周溝状遺構

SE:井戸SX:その他

SF:道路NR:自然流路

SK:土壙

e-遣物記号・--・---・--・-----

E:焼物

S :岩石を用いた加工品

W:樹木を用いた加工品

M :金属製品

Ⅹ :その他(骨角・貝・植物遺存体等)

e-調査区地区記号---・-----------・---・-----・----------

平面直角座標系(昭和43年建設省告示第3059号)を用い、北緯360、東経137°10′を原点

(第Ⅶ系)とする。座標系のⅩ軸は、座標系原点における子午線に一致する軸とし、座標

系原点から真北に向う値を正とする。 Y軸は、座標系原点において座標のⅩ軸に直交する

軸とし、その真東に向う値を正とする。第Ⅰ項～第Ⅳ項を設定する。第Ⅰ項は図葉番号。

第Ⅱ項は大グリッド(1km)第Ⅲ項は中グリッド(100m)第Ⅳ項は小グリッド(5m)を

表わす。通常第Ⅲ ・ Ⅴ項を使用する。

なお詳細については「調査地区の設定方法」 ( (財)愛知県教育サービスセンター『埋蔵

文化財発掘調査年報Ⅱ』 1984)参照

(資料保管)

調査に伴う各種記録資料は、所定の様式・保管の方法により整理され、閲覧.調査研究

に対応できる状況を確保する必要がある。
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基本図面整飾例
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実測図A :基本図面(平面・断面実測図) B3版1/20・1/50・1/100

B :補助図面(出土状態図・遺構図等) B3版1/1・1/10・1/20・1/50

C:遺物実測図(遺物登録) B4版(カード化1/1・1/2-

A ● Bについては普及・研究用に複写台帳を製作し、原版は図面フォルダー・マップケ

ース保管。記録写真はすべて所定の登録方法により整理し、あわせて保存・普及用を作製

する。後者はファイリングキャビネットに保管し、普及活動に用いる。尚検策システムを

別途に作る。
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洗浄

乾燥

遺構区分・選別

実測・トレース

資料室
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遺物収蔵
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